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【昨日の市況概要】 公示仲値 110.37

USD/JPY EUR/USD EUR/JPY GBP/USD AUD/USD
TKY  9:00AM 110.39 1.2270 135.45 1.3797 0.7971
SYD-NY High 111.35 1.2323 135.98 1.3942 0.8023
SYD-NY Low 110.19 1.2177 135.16 1.3758 0.7941
NY 5:00 PM 111.27 1.2185 135.64 1.3828 0.7971
NY DOW 26,115.65 322.79 日本2年債 -0.1300 1.00bp        
NASDAQ 7,298.28 74.59 日本10年債 0.0800 0.00bp        
S&P 2,802.56 26.14 米国2年債 2.0452 2.89bp        

日経平均 23,868.34 ▲ 83.47 米国5年債 2.4018 4.92bp        
TOPIX 1,890.82 ▲ 3.43 米国10年債 2.5858 4.78bp        

ｼｶｺﾞ日経先物 24,065 315.00 独10年債 0.5595 0.15bp        
ﾛﾝﾄﾞﾝFT 7,725.43 ▲30.50 英10年債 1.3070 0.55bp        
DAX 13,183.96 ▲62.37 豪10年債 2.7500 ▲0.10bp     

ﾊﾝｾﾝ指数 31,983.41 78.66 USDJPY 1M Vol 7.23 0.05%
上海総合 3,444.67 8.08 USDJPY 3M Vol 7.56 0.06% 　
NY金 1,339.20 2.10 USDJPY 6M Vol 7.86 0.08%
WTI 63.97 0.24 USDJPY 1M 25RR -0.85 Yen Call Over 【ドル円相場】 【対円騰落率（日次）】

CRB指数 196.40 1.30 EURJPY 3M Vol 8.36 0.09%
ドルインデックス 90.89 0.49 EURJPY 6M Vol 8.41 0.05%

【予想レンジ】
通貨ペア
想定レンジ

【マーケット・インプレッション】

担当：山下・森谷

当資料は情報提供のみを目的として作成したものであり、特定の取引の勧誘を目的としたものではありません。当資料は信頼できると判断した情報に基づい
て作成されていますが、その正確性、確実性を保証するものではありません。ここに記載された内容は事前連絡なしに変更されることもあります。投資に関す
る最終決定は、お客様ご自身の判断でなさるようにお願い申し上げます。また､当資料の著作権はみずほ銀行に属し､その目的を問わず無断で引用または複
製することを禁じます。
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【昨日の指標等】

Date Time Event 結果 予想

1月17日 19:00 欧 ＣＰＩ(前月比/前年比) 12月 0.4%/1.4% 0.4%/1.4%

19:00 欧 ＣＰＩコア(前年比) 12月 0.9% 0.9%

23:15 米 鉱工業生産(前月比) 12月 0.9% 0.5%

1月18日 00:00 加 カナダ銀行翌日物貸出金利 - 1.25% 1.25%

04:00 米

05:00 米

05:00 米

【本日の予定】

Date Time Event 予想 前回

1月18日 09:30 豪 雇用者数変化(前月比) 12月 +15.0k +61.6k

09:30 豪 失業率 12月 5.4% 5.4%

16:00 中 GDP(前年比) 4Q 6.7% 6.8%

22:30 米 住宅着工件数 12月 1275k 1297K

22:30 米 フィラデルフィア連銀景況指数 1月 25.0 27.9

22:30 米 新規失業保険申請件数 - 249K 261K

ベージュブック公表「経済はほぼ全地区で緩慢ないし緩やかに拡大」

エバンズ・シカゴ連銀総裁講演「今年3回よりも少ない利上げが恐らく適正」

カプラン・ダラス連銀総裁講演「今年3回の利上げを見込む」
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海外時間のﾄﾞﾙ円は、ﾄﾞﾙ売りが継続したことから安値110.19まで下落するが110.00を割り込む展開とはならず、110円台後
半まで反発し110.75でNYｵｰﾌﾟﾝ。朝方発表された米12月鉱工業生産は気温低下による暖房需要増などから予想を上回っ
たことや、高く寄り付いた米株が堅調な推移を維持する展開にﾄﾞﾙ円は110.88まで上昇。海外時間高値の110.93が意識さ
れる中、この水準ではﾄﾞﾙ売り意欲も強く、ﾄﾞﾙ円は110.70を挟んでの推移が続いた。午後2時に発表された米地区連銀経
済報告(ﾍﾞｰｼﾞｭﾌﾞｯｸ）では｢経済はほぼ全地区で緩やかに拡大した」との見解が伝わったが市場の反応は限定的となった。
その後は「共和党指導部は政府機関閉鎖を回避するため民主党不支持の暫定予算法案を推進。下院採決は今日行われ
る公算。」とのﾍｯﾄﾞﾗｲﾝが伝わったことや、米株が史上最高値を更新する展開にﾄﾞﾙ買いが強まり、ﾄﾞﾙ円は111.00付近のｽ
ﾄｯﾌﾟを巻き込みこの日の高値となる111.35まで上昇。111円台前半での推移が続き、111.27ﾚﾍﾞﾙでｸﾛｰｽﾞした。一方ﾕｰﾛﾄﾞﾙ
は1.2210ﾚﾍﾞﾙでNYｵｰﾌﾟﾝ。朝方1.2197まで下落したが、この水準ではﾕｰﾛ買い意欲も高く1.2287まで反発。しかし上記米政
府のﾍｯﾄﾞﾗｲﾝなどを受けてﾄﾞﾙ買いが強まり、安値1.2177まで反落した後､1.2185ﾚﾍﾞﾙでｸﾛｰｽﾞした。
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東京時間のﾄﾞﾙ円は110.39ﾚﾍﾞﾙでｵｰﾌﾟﾝ。朝方はECBの金融緩和政策正常化観測が燻る中、前日のﾄﾞﾙ安の流れを引継
ぎﾄﾞﾙ円は110.19まで下落。しかしながら心理的節目である110円丁度を控え、同水準では下げ渋る展開に。ﾄﾞﾙ売りの流
れが一服したことや、軟調推移を続けていた日経平均株価が下落幅を縮小したことも重なり、その後のﾄﾞﾙ円はじり高推
移となった。一時110.93まで上昇した後、110.84ﾚﾍﾞﾙで海外市場に渡った。(東京15：30)
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ﾛﾝﾄﾞﾝ市場のﾄﾞﾙ円は110.84ﾚﾍﾞﾙでｵｰﾌﾟﾝ｡特段の材料無い中､ｶﾅﾀﾞ中銀の政策金利発表を控え､様子見ﾑｰﾄﾞ｡ｵｰﾌﾟﾝﾚﾍﾞﾙ
付近での小動きに終始し､110.76ﾚﾍﾞﾙでNYに渡った｡ﾕｰﾛﾄﾞﾙは1.2247でｵｰﾌﾟﾝ｡独2年債利回りが上昇する中で確りと推移
するも､ｺﾝｽﾀﾝｼｵECB副総裁が緩和政策の長期化を示唆したことや､ECB理事会ﾒﾝﾊﾞｰのﾉﾎﾞﾄﾆｰ･ｵｰｽﾄﾘｱ中銀総裁が､最
近のﾕｰﾛ高について｢有益ではない｣との認識を示したこと等が意識され､1.2202まで低下し1.2210ﾚﾍﾞﾙでNYに渡った｡

昨日の海外市場は、発表された米鉱工業生産が市場予想を上回り、米共和党が政府機関閉鎖を回避するために民主
党が反対している暫定予算法案を推進との報道もあり、米株が史上最高値を更新する展開にドル円は111円手前の厚
い売りをこなし、111.35まで上昇した。本日は、週初からのドル売りの調整も見られるであろうが、111円台では売り需要
も強く、111.00を挟んだ展開になると予想する。


